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■2～3カ月先の見通しを示す「先行き判断DI」は前月比▲1.8
ポイントの51.5ポイントと2カ月連続で低下しましたが、中立
の50ポイントを4カ月連続で上回りました。消費税増税の影
響が和らぎつつある一方、燃料価格の上昇懸念などから低
下しました。 

■街角の声には、「夏のセールは比較的好調だったことから、
秋冬物の販売時期には顧客の購買意欲が更に向上すると
考えられる(南関東の百貨店）」、「7月ボーナス商戦の状況
を見ると、消費税増税前の買いだめの影響がなくなったと考
える。8～10月に関しては若干プラスで推移する（九州の家
電量販店）」という前向きな声も聞かれました。 

景気ウォッチャー調査（日本） 

2014年8月11日 

内閣府が毎月実施する景況感に関する調査です。「街角景気調査」とも呼ばれ、タクシー運転手や
コンビニエンスストアの店長、レストラン経営者など、景気に敏感な約2,000人が調査対象（ウォッ
チャー）です。3カ月前と比べたその時点の景気と、2～3カ月先の景気予測を調査します。算出され
た指数から好不況を判断する際の中立水準は、50ポイントです。 

（No.1,389）〈マーケットレポートNo.3,730〉 

内閣府は景気の基調判断を「景気は、緩やかな
回復基調が続いており、消費税率引上げに伴う駆
込み需要の反動減の影響も薄れつつある」と前月
から据え置きました。ウクライナ問題など地政学リ
スクには注意が必要と見られますが、景気は緩や
かながら回復基調を続けると見られます。 

■内閣府は景気の基調判断を据え置き ■雇用は改善傾向にあり消費回復に期待 

2014年08月06日【キーワード No.1,386】株主資本利益率（ROE)(日本) 
2014年08月04日【キーワード No.1,384】毎月勤労統計調査(日本) 

現況判断DIは4カ月ぶりに中立の50ポイントを上回る 
消費税増税の影響が幅広い分野で和らぐ 

先行き判断DIは2カ月連続で低下 
中立の50ポイントを4カ月連続で上回る 

消費税増税の影響は和らぎつつあり今後の消費回復に期待 

失業率の低下などに見られるように雇用情勢は
改善傾向にあります。また、夏のボーナスも前年
に比べ増加した企業が多いことなどから、消費は
増税の影響を脱し、堅調さを取り戻すことが期待
されます。 

■7月の「景気ウォッチャー調査」（調査期間7月25日～31日）は、「現状判断DI」が前月比＋3.6ポイント
の51.3ポイントと3カ月連続で上昇し、中立の50ポイントを4カ月ぶりに上回りました。家計動向、企業
動向ともに上昇しており、消費税増税の影響が幅広い分野で和らぎました。雇用関連は小幅に低下
しましたが、57.7ポイントと依然高い水準となっています。街角の声には、「化粧品の売上が順調に
回復している（近畿の百貨店）」、「特に冷蔵庫、洗濯機などの生活必需品やテレビが前年並みに
戻っている（東北の家電量販店）」という声が聞かれました。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238707_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238618_1982.html

